
第12回トキと人の共生を目指した

水辺づくり座談会

開催報告

開催日時：2012年9月27日(木)19:00～21:00
場 所：トキ交流会館 大ホール

参加者 ：一般10名、関係機関2名、事務局9名
座談会進行役：関島恒夫(新潟大学大学院・准教授)

天王川中流部整備後の利活用や維持管理の方向性について話し合いました

第12回座談会で話し合ったこと
○天王川中流部整備後に地域が実施できる活動として、草刈り、ゴミ拾い等の維持作業や、

生物の観察・調査、ならびに活動に係る情報発信などが挙げられた。

○維持管理等の活動を継続させるためには、「しくみづくり」が重要であるため、今後も

議論を行う。次回座談会までに地域や所属する団体でこれらのしくみづくりなどについ

て話し合いを進めていただく。

今回の座談会は、 以下の事項について説明し、天王川

中流部整備後の利活用や維持管理を中心に話し合いました。

①これまでの振り返り

②利活用、維持管理事例の紹介

③中流部で考えられる活動内容（案）

話し合いでは、意見を付箋に記入し、まとめた結果を発

表する形式で行いました。(詳細次頁参照) 座談会での話し合いの様子

問い合わせ先 新潟県佐渡地域振興局 地域整備部 担当 計画調整課 高橋、藤田

TEL：0259-74-4040  FAX：0259-74-2048 Email：fujita.toshikazu@pref.niigata.lg.jp

中流部整備後に実施可能な維持管理活動等

多く挙げられた維持管理内容は、「草刈り作業」、「ゴミ拾い」でした。また、観察会の実

施、生物のモニタリングや広報といった、維持管理を推進する活動も挙げられました。

心配なこと・必要な支援としては、維持管理に係る道具や、トキの観察場所，駐車場等の

ハード整備が挙げられました。また、維持管理活動を継続するためのしくみづくりについて多

くの意見をいただきました。

維持管理活動等の実施にあたり心配なこと、必要な支援

今回の話し合いでは、以下の事項を話し合いました。



座談会でいただいた意見の整理

今後の座談会について

今後の座談会では、維持管理活動を継続させるためのしくみづくりについて、皆様とともに議論をし

ていきます。

維持管理活動の方向性を話し合うため、①

中流部整備後に各自あるいは所属団体で実施

可能な維持管理活動等、②維持管理活動等の

実施にあたり心配なこと、必要な支援につい

て、参加者の皆さんに付箋に書いていただき

ました。付箋に記入いただいた内容は以下の

とおりです。

①中流部整備後に実施可能な維持管理活動等

②維持管理活動等の実施にあたり心配なこと、必要な支援

付箋記入の様子 座長による付箋記入結果の発表

●草刈りは継続的な実施が必要であるため、長続きしないかもしれない。シルバー人材センターを活用する方法

もあるのではないか。

●現在、天王川は地域の方に利用されていないので、天王川は地域の方の意識の中では、死んだ川になっている

のではないか。大学や専門学校の自然再生の研究フィールド等として利用することも考えられる。利用に結び

つけるしくみをつくることで、このような活動をしたいという熱い想いがある雰囲気ができるとよい。

●天王川流域の住民だけでなく、広域の人たちにご参加いただきながら、新しい川をつくる意気込みで、天王川

再生に取り組んでいく必要があるのではないか。

付箋でいただいた意見内容を確認した後、全体で意見交換を行いました。数多くいただいた意見から

いくつかを以下に紹介します。維持管理等の活動を継続させるしくみづくり等について御意見をいただ

きました。


